
第１０回さいとう医院杯フットサル大会U―10 

日程：令和 7年 2月 8日(土) 

会場：小野町町民体育館 

参加：E4クラス(アーレ A)7名 

予選リーグ 

VS常葉 SSS 2―1◯ 

VSひらた FC 4―0◯ 

VSブレイブ守山 0―6● 

順位決定戦 

VSアーレ B 6―0◯ 

 

報告：大森コーチ 

毎年恒例のさいとう医院杯に小野 FCさんからご招待を頂きまして今回 2チーム参加で

きるということでリフティングの回数でチームを分けて挑みました。 

今回、私はアーレ Aチームを帯同しましたので報告します。 

 

テーマ 

・相手の間合いを早くつめること 

・ボールを奪いにいくこと 

試合毎に選手達に伝えていき、そのことを選手のみんなが受け止めて、試合中のプレーで

表現してくれました。 

 

良かったところ 

テーマにもあげていた間合いを早くつめる・ボールを奪いにいくについてみんな怖がらず

に相手選手に向かっていくことができました。 

また、奪いにいって抜かれてしまってもあきらめることなくくらいついていったことが良

かったです。 

選手達がボールを奪ったあと積極的にゴールに向かっていくことができていたことが良か

ったです。 

そのプレーが得点に何度も結びついていました。 

多くの選手が得点できたのもそのようなプレーをしていたからだと思います。 

素晴らしかったです！ 

 

課題 

プレーの精度、フットサルになれていないこともありますが、パス・トラップ・シュート

のさいに、ボールをとらえきれずにミスになってしまう場面が度々でていました。 

ボールを扱うことでのミスをへらせるようにリフティングやボールを触る機会を増やして

いきましょう。 



これからさらに成長していく中でできていくことがありますが、試合を重ねるごとに、疲

労をみせる選手が多く出ました。サッカーは走るスポーツなので体力もこれから作れるよ

うにトレーニングしていきましょう。 

 

保護者の皆様、朝早くからの送迎と選手達への熱い応援を頂きありがとうございました。 

今後もご声援とご協力の程よろしくお願いします。 

 

コーチ：大森 

 

第１０回さいとう医院杯フットサル大会U―10 

日程：令和 7年 2月 8日(土) 

会場：小野町町民体育館 

参加：E4クラス（アーレ B）7名 

予選リーグ 

VS小野 FC   2対 1 ○ 

VS富田東 B  1対 0 ○ 

グループ 1位通過 

順位決定戦 

 VS行健 SSS 0対 11 ● 

VSアーレ A  0対 6  ● 

  

報告：小松コーチ 

今回 2 月の８日土曜日に小野町のフットサル大会に大森コーチと参加しました。 

この週は、この福島が災害級の雪となり会津喜多方方面は全国区の大打撃となり 

ました。特に喜多方の大会は開催がトレーニングマッチに変更になるなど保護者 

の皆様にとっても雪かきなどかなり大変な週となったことだと思います。ご参加 

くださり本当にありがとうございました。 

さて試合としては、保護者の皆様が拝見して頂いた通りです。上位チームになれ 

ばなるほど仕上げて来てパスアンドゴーのチームが大きく試合を左右していたよ 

うな気がしています。 

憚りなく言わせて頂けるのならばこの大会も育成を念頭に置いた大会。そもそも 

順位決定トーナメントなるものがなく同レベルのチームが楽しく鎬を削るような 

大会なのでピッチの移動あり試合時間も 10 分間と言うランニングタイム。選手 

ファーストの理念が随所に散りばめられより多く試合が出来ればと組んだ結果で 

した。 

まわりを見れば同学年での編成も難しい時代となってきてましてあまり優勝とか 

順位とか引っ張られなくていいような気がしています。 

どこまで戦えたか…そこにあきらめはないか…やり切っているか…選手同士信頼 

関係が成立していて悪口などがないか…走り切れているか…などなどボールを蹴 

る上では、至極単純な答えを求めていっていいと思います。 



 

特にアーレは、そんなクラブではないかと思っています。 

まだまだ蹴り出してしまう選手がいたり…キーパーの概念に縛られてしまったり 

…。 

たくさんの経験を糧にまだ挑んで欲しいと思います。 

サポートで下の学年の選手が数名入りました。貴重な体験となった事だと思いま 

す。 

失敗と成功を繰り返して一歩一歩ゆっくりと成長して頂けれはです。 

まだまだ学びを深めなくてはならません。それが勝ったから負けたからでわなく 

1人の選手として。心と身体と頭すべてを使って戦ってください。 

 

チームで 2チーム分けましたが言うほどの差もついてません。 

まだまだチャンスが転がっています、チャンスを勝ち取ってください。人間力を 

磨いてください。それは、地味な努力でしか得られません。 

今しかありません気づいてやり切ってください。応援しています。 

最後に全体挨拶後に私と大森コーチに缶コーヒーをご馳走になりました。本当に 

ありがとうございました。美味しかったです。 

そしてまた保護者の皆様と一緒に選手を育てていければと思います。ちから及ば 

ずながらも一緒に成長を感じそこに喜びを見出し歩んでいければと思います。 

 

大会スタッフ及びに各チームの監督コーチ関係各位の皆様 

本当にありがとうございました。 

たくさんの学びを頂きました。 

また来年のこの時期どうぞよろしくお願いします、 

ありがとうございました 

                              コーチ：小松 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


